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第
十
二
章

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
困
難
と
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
希
望

窪

田

幸

子

は
じ
め
に
ー
ニ

0
一
三
年
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て

第三部

ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
の
首
都
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
訪
れ
た
。

こ
の
時
期
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
熱
帯
の
乾
季
に
あ
た
り
大
変
に
す
ご
し
や
す
い
。
港
に
面
し
た
町
に
は
、
南
部
の
冬
を
さ
け
て
暖
か
い
気
候

を
楽
し
も
う
と
い
う
旅
行
客
が
大
勢
訪
れ
る
。

二
0
一
三
年
八
月
、
例
年
通
り
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
の
調
査
に
向
か
う
た
め
、

こ
の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
て
こ
の
町
で
は
毎
年
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
て
い
る
。

イ
ク
ロ
ン
被
害
か
ら
の
町
の
復
興
を
め
ざ
し
て
、
プ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
始
さ
れ
た
こ
の
祭
り
は
一
九
九
六
年

に
、
「
多
民
族
多
文
化
」
と
「
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
へ
と
姿
を
変
え
た
。
現
在
で
は
、
一
八
日
間
に
わ
た
っ
て
、
展
覧
会
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
、
踊
り
、
演
劇
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
町
の
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
も
っ
と
も
重

要
な
目
玉
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
で
あ
る
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
と
い
え
ば
、
近
年
、
日
本
で
の
知
名
度
も
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
二

0
0
八
年
に
大
阪
の
国
立
国
際
美
術
館
と
東
京
の
国
立
新
美
術
館
で
行
わ
れ
た
エ
ミ
リ
ー
・
ウ
ン
グ
ワ
レ
ー
（
後
述
）
展
は
多

一
九
七

0
年
代
に
、
サ
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く
の
人
に
と
っ
て
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
毎
年
の
よ
う
に
、
東
京
や
神
戸
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
小
規
模
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ

ア
ー
ト
展
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
人
気
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
本
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト

へ
の
注
目
度
も
人
気
も
は
る
か
に
高
い
。

毎
年
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
始
ま
り
に
合
わ
せ
て
「
テ
ル
ス
ト
ラ
先
住
民
ア
ー
ト
賞

(Telstra
National Aboriginal 

(2) 

ど
t
A
w
a
r
d
)
」
の
受
賞
者
の
発
表
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
博
物
館
・
美
術
館

(
M
u
s
e
u
m
s
a
n
d
 A
r
t
 Galleries of the 

N
o
r
t
h
e
r
n
 Territory)

で
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
で
、
最
も
歴
史
と
権
威
の
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
賞

で
あ
り
、
二

0
1
―
―
一
年
で
第
三

0
回
目
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
三
日
間
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
祭
り
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
貫
と
し
て
町
の
中
心
部
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー

(3) 

を
中
心
と
す
る
遠
隔
地
に
散
在
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
集
め
、
各
々
が
プ
ー
ス
で
作
品
を
展
示
即
売

す
る
催
し
で
、
二

0
0
七
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
二

0
1
―
―
一
年
は
、
四

0
か
所
以
上
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
町
の
各
所
に
あ
る
画
廊
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
展
覧
会
が
催
さ
れ
、
人
々
は
こ
れ
ら
の
画
廊
を
め
ぐ
り
、
展
覧
会
を
楽
し

み
、
作
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
愛
好
家
が
、
こ
の
時
期
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
集
ま
っ
て
く

る
。
そ
の
に
ぎ
わ
い
は
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
集
客
力
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
、
一
九
八

0
年
代
に
は
事
情
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
三

0
年
の
間
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ボ
リ

ジ
ニ
ア
ー
ト
の
評
価
も
、
そ
の
価
値
も
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
の
社
会
的
立
場
、

(
4
)
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
に
お
け
る
彼
ら
へ
の
視
線
の
変
化
と
も
大
き
く
連
動
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

芸
術
、
美
術
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
も
そ
も
西
洋
中
心
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
限
ら
ず
、
非

西
欧
の
少
数
者
や
先
住
民
が
作
る
も
の
は
、
長
い
間
ア
ー
ト
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
ず
、
民
族
資
料
、
ま
た
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
プ
ア
ー
ト
と

245 
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し
て
一
方
的
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
視
線
が
変
化
し
始
め
る
の
は
一
九
八

0
年
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
は
特
に
独
自
な
展
開
を
見
せ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
の
歴
史
が
一
七
八
八
年
に
始
ま
っ
て
以
降
、
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
は
社

会
的
に
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
暴
力
的
な
扱
い
を
経
験
し
、
伝
統
的
生
活
様
式
を
奪
わ
れ
、
文
化
を
剥
奪
さ
れ
た
。
暴
力
や
疫
病

に
よ
っ
て
人
口
が
激
減
し
、
混
血
も
進
ん
だ
。
現
在
で
も
、
彼
ら
の
多
く
が
貧
困
と
生
活
苦
の
な
か
に
あ
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
口
が
相

対
的
に
多
い
地
域
や
、
主
流
社
会
の
人
々
に
交
じ
っ
て
都
会
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

植
民
地
経
験
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
大
き
な
地
域
差
が
あ
り
、
そ
の
違
い
は
、
彼
ら
の
制
作
す
る
ア
ー
ト
に
も
直
接
的
に
か
か

わ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
南
東
部
の
植
民
地
中
心
部
で
、
周
縁
化
さ
れ
る
経
験
を
し
、
混
血
の
す
す
ん
だ
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
い
わ
ゆ
る

「
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ

(
U
r
b
a
n
Aboriginaies)
」
と
総
称
さ
れ
る
人
々
と
、
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
暮
ら
す
ア
ボ
リ

ジ
ニ
の
人
々
で
は
特
に
そ
の
経
験
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
ヘ
の
評
価
は
、
遠
隔
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ア
ボ
リ
ジ

二
の
作
品
、
樹
皮
画
や
彫
刻
な
ど
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
も
、
一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
し

だ
い
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
と
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
関
係
の
動
態
を
象
徴
す

る
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
本
論
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
常
に
中
心
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ

ア
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
も
視
野
に
入
れ
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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ア
ポ
リ
ジ
ニ
政
策
の
変
化
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト

白
人
の
入
植
開
始
以
来
、
周
縁
化
さ
れ
差
別
さ
れ
て
き
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
の
状
況
が
少
し
ず
つ
変
化
を
見
せ
る
の
は
、

一
九
六
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ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
権
利
回
復
運
動
は
、
南
部
の
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
っ
た
。

九
六

0
年
代
に
入
る
頃
、
南
部
で
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
人
の
発
展
の
た
め
の
連
邦
評
議
会

(Federal
C
o
u
n
c
i
l
 for t
h
e
 

て

5
)

A
d
v
a
n
c
e
m
e
n
t
 of A
b
o
r
i
g
i
n
e
 a
n
d
 T
o
r
r
e
s
 Strait Islanders)

が
活
お
完
に
活
出
動
を
は
じ
め
た
。
彼
ら
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
「
完
全
な
る
市

{
6
)
 

民
権
」
を
訴
え
、
運
動
を
展
開
し
た
。
次
第
に
人
々
の
間
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ヘ
の
差
別
的
対
応
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
了
解
が
広
が

り
、
一
九
六
七
年
に
行
わ
れ
た
国
民
投
票
に
お
い
て
、
九

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
賛
成
で
、
憲
法
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ

を
除
く
」
と
い
う
一
文
が
削
除
さ
れ
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
参
政
権
な
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
他
の
国
民
と
同
じ
権
利
を
え
る
こ
と
に
な
っ

0
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

こ°t
 権利
運
動
は
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
よ
っ
て
の
み
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
こ
ろ
、
北
部
の
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々

の
間
か
ら
も
、
不
当
な
扱
い
に
対
す
る
抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
一
九
六
八
年
に
は
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
の
海
岸
部
、
北
東

ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
の
ヨ
ル
ン
グ

(Yo1n磨
）
の
土
地
で
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
鉱
山
の
試
掘
に
反
対
す
る
地
元
の
人
々
に
よ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
初

の
提
訴
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
六
年
に
は
、
や
は
り
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
の
北
西
部
に
あ
る
ウ
ェ
ー
ヴ
ヒ
ル
牧
場
の
グ
リ
ン
ジ

(Gurindji)

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
労
働
者
二

0
0
人
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
、
の
ち
に
土
地
権
運
動
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
遠
隔
地

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
た
ち
へ
の
不
当
な
扱
い
と
彼
ら
の
抵
抗
は
、
広
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
の
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
政
治
的
状
況
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
民
投
票
に
よ
っ
て
、

他
の
国
民
と
同
じ
権
利
を
手
に
し
、
平
等
な
市
民
と
な
っ
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
扱
い
は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
彼
ら
の
自
主
性
を

ま
っ
た
＜
顧
慮
し
な
い
同
化
政
策
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
他
の
国
民
と
対
等
な
市
民
と
し
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
未
来
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ

自
身
で
設
計
し
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
推
進
す
る
自
主
決
定
・
自
主
管
理
政
策

(self'determina
号
n,
s
e
l
f
'
m
g
 a
g
e
m
e
n
t
)

が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
彼
ら
の
経
済
的
自
立
の
模
索
も
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
選
ば
れ
た
―
つ
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト

第十二章
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キ
リ
ス
ト
教
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
定
住
さ
せ
、
保
護
管
理
し
て
い
た
時
代
に
す
で
に
、
美
術
工
芸
品
の
産
業
化
は
注
目
さ
れ

て
お
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
作
り
、
使
っ
て
い
た
も
の
を
生
か
し
て
、
土
産
物
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
始
め
ら
れ
て
い
た
。
政
府
は
、
そ

の
動
き
を
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
、
一
九
七
一
年
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
会
社

(Aborii音
巴
年
窃
伶

Crafts
Pty Ltd)
を

た
ち
あ
げ
、
一
九
七
三
年
に
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
政
権
下
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
シ
ル
内
部
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委

員
会

(
A
)
0
品
甘
巴
ど
窃
B
o
a
r
d
)

が
組
織
さ
れ
た
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
社
会
経
済
的
に
平
等
な
立
場
に
す
る
目
的
で
、
政
府
は
ア
ー
ト
に

注
目
し
、
安
定
的
な
産
業
に
す
る
た
め
に
後
押
し
を
は
じ
め
た
。
こ
の
流
れ
の
な
か
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
（
以
下
、
ア
ー
ト

委
員
会
）
の
果
た
し
た
役
割
は
大
変
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
活
動
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ー
ト
制
作
の
活
性
化
と
流
通
を
促
す
こ
と
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
国
内
外
の
市
場
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

248 

―
つ
は

ア
ポ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
の
尽
力

ア
ー
ト
委
員
会
は
、
ま
ず
、
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
村
で
の
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
を
活
性
化
さ
せ
流
通
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
ア
ー

(8) 

ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
雇
用
し
、
遠
隔
地
の
村
に
派
遣
し
た
。
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
美
術
工
芸
品
の
制
作
促
進
と
質
の
維
持
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
展
覧
会
企
画
運
営
、
そ
し
て
経
理
な
ど
、
ア
ー
ト
に
か
か
わ
る
総
合
的
な
仕
事
を
行
う
人
の

こ
と
で
、
遠
隔
地
に
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
維
持
運
営
も
担
う
。
彼
ら
は
、
都
市
か
ら
何
百
キ
ロ
も

離
れ
た
遠
隔
地
に
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
み
込
み
、
仕
事
に
あ
た
る
。
数
年
ご
と
の
契
約
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
中
に
は
一

0
年
近
く
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
る
者
も
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
ま
で
に
は
、
常
勤
が
一
四
人
、
非
常
勤
が
三
人
雇
わ
れ



(
9
)
 

て
い
た
。
当
初
は
、
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ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
か
ら
買
い
取
っ
た
作
品
の
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
委
員
会
が
買
い
取
っ
て
い
た
。

経
済
的
に
も
こ
の
委
員
会
が
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
美
術
工
芸
品
の
品
目
開
発
も
行
っ
た
。
北
部
に
は
樹
皮
画
と
呼
ば
れ
る
絵
画
や
彫
刻
、
カ
ゴ
な
ど
が
あ
り
、
も
と

も
と
彼
ら
の
儀
礼
の
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
展
開
さ
せ
て
商
品
化
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
央
砂

(10) 

漢
地
域
に
は
、
プ
ー
メ
ラ
ン
や
ク
ー
ラ
モ
ン

(
C
o
o
l
a
m
o
n
)

以
外
、
そ
の
ま
ま
販
売
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

工
夫
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
現
地
に
住
み
込
む
こ
と
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
近
し
く
接
し
、
彼
ら
の
精
神
世
界
と
そ
の
文
化
に
触
れ
理
解
を
示

し
た
。
樹
皮
画
や
の
ち
に
現
れ
る
中
央
砂
漠
の
ア
ク
リ
ル
点
描
画
な
ど
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
描
く
絵
画
は
、
神
話
世
界
と
直
結
し
て
い
る
。

神
話
は
各
言
語
集
団
や
、
よ
り
小
さ
な
親
族
集
団
で
あ
る
ク
ラ
ン
の
所
有
で
あ
り
、
彼
ら
の
独
特
な
社
会
関
係
の
理
解
も
必
要
で
あ
っ

(ll) 
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
彼
ら
の
文
化
を
よ
く
知
る
仲
介
者
と
し
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
魅
力
を
広
く
外
部
に
知
ら
せ
る
役
割
を

担
っ
た
。
彼
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
の
樹
皮
画
、
中
央
砂
漠
の
ア
ク
リ
ル
点
描
画
、
ポ
ー
ル
な
ど
の
多
様
な
彫
刻
、
バ

テ
ィ
ッ
ク
（
ろ
う
け
つ
染
め
）
、
木
彫
、
か
ご
編
み
、
な
ど
の
各
種
の
作
品
が
世
に
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
も
と
も
と

儀
礼
で
使
わ
れ
て
い
た
神
話
に
基
づ
く
絵
画
に
は
秘
密
性
が
伴
い
、
そ
の
商
品
化
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
プ
ル
を
伴
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

(12) 

問
題
を
解
決
す
る
役
割
も
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
果
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
も
っ
と
も
典
型
的
で
、
重
要
な
例
が
バ
プ
ニ
ア

(
P
a
p
u
n
y
a
)

村
の
初
代
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
た
、
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
ト
ン

(Geoffrey B
a
r
d
o
n
)

だ
ろ
う
。
彼
は
学
校
教
師
と
し
て
こ
の
村
で
暮
ら
し
て
い
た
一
九
七
一
年
に
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
男
性
た
ち
の
描
く
絵

画
に
出
会
い
、
商
品
化
の
可
能
性
を
見
出
し
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
商
品
を
流
通
に
乗
せ
た
。
そ
の
後
中
央
砂
漠
の
広
い
範

囲
で
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
描
く
図
像
的
な
点
描
画
の
ス
タ
イ
ル
が
広
く
波
及
、
展
開
し
、
「
砂
漠
の
ア
ー
ト
ム
ー
ブ
メ
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ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
動
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
た
ち
の
努
力
が
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

250 

の
ち
に
こ
の
産
業
を
飛
躍
的
に

第三部

ア
ク
リ
ル
点
描
画
や
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
よ
う
な
新
し
い
外
部
の
技
術
を
つ
か
っ
た
作
品
は
、
当
初
非
常
に
冷
淡
に
扱
わ
れ
た
。

北
部
の
樹
皮
画
な
ど
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
そ
の
社
会
に
あ
っ
た
伝
統
の
あ
る
「
本
物
」
で
は
な
く
、
新
し
い
手
法
の
「
に
せ
も
の
」
で

あ
り
、
価
値
が
低
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
博
物
館
や
美
術
館
も
そ
の
よ
う
な
態
度
を
な
か
な
か
変
え
な
か
っ
た
。

ア
ー
ト
委
員
会
は
こ
こ
で
も
苦
労
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ァ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
雇
い
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
美
術
工
芸
品
を
流
通
に
の
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
こ

(13) 

の
委
員
会
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
初
期
の
展
開
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
委
員
会
の
影
響
力
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
国
内
外
の
美
術
館
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
を
通
じ
て
、
委
員
会
は
国
内
の
州
立
美
術
館
に
対
し
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
作
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
る
よ
う
に
、

熱
心
に
働
き
か
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
作
品
に
対
し
て
彼
ら
は
大
変
に
冷
淡
で
、
例
外
的
に
一
九
五
O
I
六
0
年

代
の
樹
皮
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
館
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
ど
の
美
術
館
も
、
特
に
砂
漠
の
ア
ク
リ
ル
点
描
画
に
は
見
向
き
も

し
な
か
っ
た
。
「
本
物
」
で
も
、
「
ア
ー
ト
」
で
も
な
い
、
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
七

0
年
代
に
パ
プ
ニ
ア
村
で
制
作
さ
れ
た
ア
ク

リ
ル
点
描
画
を
購
入
し
た
の
は
、
唯
一
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
博
物
館
・
美
術
館
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
寄
付
し
た
い
と
い
っ
て
も
、

ど
の
美
術
館
も
受
け
取
ら
な
か
っ
た
と
、
ア
ー
ト
委
員
会
の
代
表
で
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
述
べ
て
い
る
。
最
初
に
ア
ク
リ
ル
点
描
画
の

寄
付
を
受
け
取
っ
た
の
は
サ
ウ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
美
術
館
で
、
一
九
七
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
七
六
年
に
出
版
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
美
術
雑
誌
の
特
集
号
『
ア
ー
ト
と
し
て
の
ア
ポ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
』
で
は
、
タ
イ
ト
ル

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岩
壁
画
や
、
遺
物
と
し
て
残
る
立
木
彫
刻
、
樹
皮
画
、
墓
標
、
プ
ー
メ
ラ
ン
、
盾
な
ど
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
ア
ボ
リ

し
か
し
、
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ジ
ニ
の
作
品
は
、
民
族
資
料
、
ま
た
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
プ
ア
ー
ト
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

{
M
)
 

に
お
い
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
作
品
は
、
あ
く
ま
で
歴
史
的
資
料
で
あ
り
、
現
代
的
な
ア
ー
ト
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
展
覧
会
で
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を
中
心
的
に
扱
っ
た
の
も
、
ア
ー
ト
委
員
会
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一

年
に
こ
の
委
員
会
が
企
画
し
た
大
規
模
な
国
内
巡
回
展
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ー
ト
」
展
が
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を

中
心
的
に
と
り
あ
げ
た
。
展
示
構
成
は
四
つ
に
分
け
ら
れ
、
第
一
部
の
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
起
源
」
と
、
第
二
部
の
「
南
東
部
の
ア
ボ
リ
ジ

二
の
文
化
」
で
は
、
遺
物
を
中
心
に
し
た
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
的
遺
産
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
三
部
の
「
北
部
の
ア
ボ
リ
ジ

二
」
で
は
、
樹
皮
画
や
墓
標
な
ど
の
展
示
が
さ
れ
、
第
四
部
の
「
中
央
砂
漠
」
で
、
展
示
室
の
床
に
儀
礼
用
の
大
型
の
砂
絵
が
再
現
さ

れ
、
そ
の
周
り
の
壁
に
ア
ク
リ
ル
点
描
画
が
飾
ら
れ
た
。
国
内
の
展
覧
会
で
は
じ
め
て
、
砂
漠
の
ア
ク
リ
ル
点
描
画
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー

ト
に
含
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
パ
ー
ス
、
シ
ド
ニ
ー
を
巡
回
し
た
。

国
内
で
の
冷
淡
な
反
応
に
直
面
し
た
委
員
会
は
、
海
外
に
向
け
て
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
伝
え
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
た
。
買
い
上
げ

た
作
品
が
、
在
庫
と
し
て
大
量
に
手
元
に
あ
る
状
態
で
も
あ
っ
た
た
め
、
一
九
七
四
ー
一
九
七
六
年
の
カ
ナ
ダ
で
の
巡
回
展
を
は
じ
め
と

し
て
、
一
九
七
六
ー
一
九
七
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
、
さ
ら
に
一
九
八

0
年
代
に
は
い
る
こ
ろ
ま
で
に
、
四

0
か
国
で
一
九
回
の
展
覧
会
を

お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
展
覧
会
の
終
了
時
に
は
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を
相
手
側
に
寄
付
し
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
に
つ
い
て
の

理
解
を
広
げ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
の
何
年
に
も
わ
た
る
海
外
で
の
巡
回
展
が
、
後
に
続
く
商
業
的
に

(15) 

も
成
功
し
た
展
覧
会
の
さ
き
が
け
に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
海
外
で
の
展
覧
会
は
大
成
功
を
お
さ
め
、
当
地
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
特
に
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
は
「
現
代
ア
ー
ト
」
と
し
て
、
高
い
評
価
を
う
け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
成
功
は
、

国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
は
、
国
内
外
に
お
い
て
、

一
九
七

0
年
代
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
産
業
の
立
ち
上
げ
に
大

こ
の
よ
う
に
、



き
な
力
を
果
た
し
た
。
こ
の
一

0
年
間
の
逆
風
の
な
か
で
の
努
力
は
、

の
ち
に
続
く
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
大
き
な
展
開
の
基
盤
を
構
築
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し
た
の
で
あ
る
。

四

「
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
」
と
し
て
の
ア
ポ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト

一
九
八

0
年
代
に
入
る
こ
ろ
に
は
、
海
外
で
の
評
価
の
高
さ
を
う
け
て
国
内
の
美
術
館
も
中
央
砂
漠
の
点
描
画
を
は
じ
め
と
し
て
、
ア

-16) 

ボ
リ
ジ
ニ
の
作
品
を
積
極
的
に
買
い
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
専
門
に
扱
う
商
業
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
数
も
増
加
し
た
。
こ
の
時
期
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
業
も
伸
展
し
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
流
通
量
は
増
加
し
た
。
ア
ボ
リ

ジ
ニ
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
会
社
は
、
各
都
市
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
お
き
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
小
売
を
推
進
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々

な
公
的
支
援
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
展
開
に
寄
与
し
、
こ
の
産
業
は
順
調
に
成
長
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
九
年
に
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ

ア
ー
ト
関
連
予
算
は
、
六

0
0
万
豪
ド
ル
に
ま
で
増
額
さ
れ
た
。

一
九
九

0
年
代
に
な
る
と
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
は
さ
ら
に
大
き
く
変
化
す
る
。
海
外
で
の
評
価
が
高
ま
っ
た
結
果
、
個
々
の
作
者
が

(17) 

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
個
展
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
「
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
」
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
現
れ
、
そ

れ
ら
は
投
資
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
八
ー
一
九
八
九
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
で
大
規
模
な
ア
ボ
リ

ジ
ニ
ア
ー
ト
展
覧
会
「
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
」
展
が
開
催
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
な
ど
の
都
市
を
巡
回
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
パ

プ
ニ
ア
村
の
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を
中
心
に
、
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
の
樹
皮
画
な
ど
を
含
め
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
広
く
紹
介
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
に
も
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
が
展
覧
会
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の

ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
ヘ
の
興
味
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
要
請
を
う
け
て
、
サ
ウ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
の
学
芸
員

第三部
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が
中
心
と
な
り
、
複
数
の
人
類
学
者
が
協
力
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
の
共
同
に
よ
っ
て
実

現
し
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
展
覧
会
は
、
大
成
功
を
収
め
た
。
海
外
で
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
ヘ
の
興
味
は
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
、
そ

の
後
世
界
中
で
展
覧
会
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

一
九
九

0
年
の
ベ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
、
二
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
式
代
表
に
選
ば
れ

た
。
一
九
九
二
年
に
は
、
日
本
で
も
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
幅
広
く
紹
介
す
る
「
ク
ロ
ス
・
ロ
ー
ド
」

(Crossroad)

展
が
京
都
と
東

{18) 

京
で
開
か
れ
、
パ
リ
の
「
大
地
の
魔
術
師
た
ち
」
展
で
も
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
三
年
に
は
、
「
ア
ラ

チ
ャ
ラ
（
ビ
a苦
ra)
ー
最
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
美
術
」
展
が
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
を
皮
切
り
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
回
し
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
展
の
成
功
に
よ
っ
て
、
国
内
外
で
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
収
集
家
と
投
資
家
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
世
界
に
構
造
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
、
い
わ
ゆ
る
二
次
市
場

(
S
e
c
o
n
d
a
r
y
M
a
r
k
e
t
)

の
成
立
で
あ
る
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
と
し
て
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
を
本
拠
と

す
る
サ
ザ
ビ
ー
ズ

(Sotheby's)

は
、
一
九
九
四
年
か
ら
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
扱
い
始
め
、
一
九
九
六
年
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の

(19) 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
専
門
部
門
を
立
ち
上
げ
た
。
一
九
九
九
年
に
は
ド
イ
チ
ャ
ー
11

メ
ン
ジ
ス

(
D
e
u
t
c
h
e
r,
 
M
e
n
z
i
e
s
)

が
、
二

0
0
0年
に

は
、
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス

(
S
y
d
n
e
y
A
u
c
t
i
o
n
 H
o
u
s
e
)

が
、
二

0
0
六
年
に
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

(
C阿
istie)

と、

デ
ニ
ソ
ン

(
D
e
n
n
i
s
o
n
)

が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
国
際
的
な
ア
ー
ト
市
場
が
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
利
益
を
う
む

も
の
と
し
て
、
真
剣
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二

0
0
0年
代
に
入
る
こ
ろ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
最
高
落
札
額

(20) 

は
、
毎
回
更
新
さ
れ
て
い
っ
た
。
エ
ミ
リ
ー
・
ウ
ン
グ
ワ
レ
ー

(
E
且
l
y
K
.
目
e
序
面
W
日
reye)

の
作
品
が
一
五
万
六
千
豪
ド
ル
、
ロ
ー

バ
ー
・
ト
ー
マ
ス

(Rover
T
h
o
m
a
s
)

の
作
品
が
一
四
万
豪
ド
ル
な
ど
の
落
札
額
が
記
録
さ
れ
た
。
一
九
九
九
ー
ニ

0
0
0
年
に
は
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
に
よ
る
総
収
入
は
、
一
億
三
千
二

0
0
万
豪
ド
ル
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
数
字
は
、
一
九
九

0
年
代
後
半
に
は
、

253 
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ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
一
部
は
、
「
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
0
0
八
年
の
世
界
的
な
経
済
危
機
の
影
響
も
あ
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
市
場
は
、
以
前
に
比
べ
て
投
資
対
象
と
し
て
は
低
調
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
声
は
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
お
い
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
ヘ
の
興
味
は
広
が
り
こ

そ
す
れ
、
減
退
し
て
は
い
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
二

0
一
三
年
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
行
わ
れ
た
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
も
明
ら
か
で

254 

あ
っ
た
し
、
現
在
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
の
活
況
を
見
て
も
明
白
と
い
え
る
。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
は
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
も
含
み
こ
む
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

第三部

五

都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
と
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
」

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
口
は
、
二
0
0

六
年
の
国
勢
調
査
で
五
一
万
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
二
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
現
在

で
は
そ
の
八
割
近
く
は
、
都
市
や
地
方
都
市
で
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
は
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
よ
ば
れ
、
一
七
八
八
年
に
始
ま
る
イ
ギ
リ

ス
系
移
民
に
よ
る
入
植
の
結
果
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
を
奪
わ
れ
、
土
地
を
失
い
、
混
血
し
、
伝
統
文
化
を
剥
奪
さ
れ
、
周
縁
化
さ
れ
て

き
た
。
虐
殺
や
劣
悪
な
環
境
で
の
牧
場
労
働
を
経
験
し
た
り
、
同
化
政
策
と
し
て
の
親
子
強
制
隔
離
政
策
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
最
も
迫

害
さ
れ
、
差
別
を
受
け
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
「
文
化
を
失
っ
て
」
お
り
、
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
で
あ
る
が
、
本
物
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
き
た

都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
人
々
は
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
苦
悩
し
て
き
た
。
混
血
し
て
お
り
、
英
語
し
か
話
さ
ず
、
生
活

様
式
も
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
変
わ
ら
な
い
彼
ら
は
、
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
」
と
し
て
強
い
差
別
を
受
け
る
も
の
の
「
本
物
で
は
な
い
」
と
さ
れ

る
。
一
方
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
市
民
権
や
参
政
権
な
ど
、
社
会
的
平
等
の
回
復
へ
の
運
動
を
中
心
と
な
っ
て
強
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メルポルンのアートギャラリーにおける展覧会。 2011年3月。
筆者撮影

く
推
進
し
て
き
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。
都

市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、
主
流
社
会
の
た
だ
中
で
常

に
奮
闘
し
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
社

会
的
に
周
縁
化
さ
れ
、
力
を
奪
わ
れ
て
き
た
都

市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
大
き
な
力
を
与
え
た
の
も
ま

た
、
ア
ー
ト
で
あ
っ
た
。

遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
基
礎
作
り

に
大
き
く
貢
献
し
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員

会
は
、
都
市
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
活
動
の

推
進
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
モ
ー
フ
ィ
ー

(
H
o
w
a
r
d
 M
o
r
p
h
y
)

は
、
一
九
八

0
年
代
か

ら
一
九
九

0
年
代
に
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

ア
ー
ト
作
品
を
含
む
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

先
住
民
ア
ー
ト

(
C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
Aboriginal 

Art)」
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
生
ま
れ

(22) 

た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

成
立
こ
そ
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
質
的
変
化

を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ア
ボ

255 
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リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
展
覧
会
の
内
容
の
変
化
か
ら
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

一
九
八
一
年
に
行
わ
れ
た
ア
ポ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
に
よ
る
国
内
巡
回
展
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ー
ト
」
展

に
、
初
め
て
ア
ク
リ
ル
点
描
画
が
含
ま
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
テ
ィ
ウ
ィ

(Tiwi)
や
そ
の
ほ
か
の
地
域
の
ア
ボ
リ
ジ

(23) 

二
の
作
品
も
か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
集
め
ら
れ
、
さ
ら
に
ア
ル
バ
ー
ト
・
ナ
マ
チ
ラ

(Albert

Namatjira)
な
ど
の
二

0
世
紀
の
前
半
ま

で
の
西
洋
的
手
法
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
作
品
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
展
覧
会
に
は
、
都
市
ア
ポ
リ
ジ
ニ
の
作
品
は
含
ま
れ
て
い
な

256 

か
っ
た
。

第三部

一
九
八
八
ー
一
九
八
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
巡
回
展
「
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
」
展
で
は
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
の
扱
い
は
さ
ら
に
大
き

く
な
り
、
大
々
的
に
展
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
展
示
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
カ
タ
ロ
グ
に
は
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
が
紹
介
さ

れ
た
。
こ
の
展
覧
会
を
一
九
八
一
年
の
発
展
形
と
位
置
づ
け
る
と
、
し
だ
い
に
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
作
品
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
一
部

と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
三
年
の
そ
れ
ぞ
れ
に
国
外
で
行
わ
れ
た
展

覧
会
に
は
、
砂
漠
の
ア
ク
リ
ル
点
描
画
だ
け
で
な
く
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
も
含
め
ら
れ
て
い
た
。
先
に
述
べ
た
、
日
本
で
行
わ
れ

た
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
展
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
「
ア
ラ
チ
ャ
ラ
」
展
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
一
年
の
国
内
巡
回
展
は
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
と
い
う
新
し
い
素
材
を
使
っ
た
、
そ
れ
ま
で
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
も
の
を
含
み
こ
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
は
固
定
的
に
樹
皮
画
な
ど
の
「
伝
統
的
な
」
も
の
の
み
を
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ

ア
ー
ト
」
と
し
て
き
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、
は
じ
め
て
新
し
い
手
法
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
描
か
れ
た
も
の
を
含
め
た
機
会
で
あ
り
、
画
期

的
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
一
九
九

0
年
代
に
入
る
こ
ろ
に
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
を
も
含
み
こ
む
こ
と
を
可
能
に

し
た
動
き
に
つ
な
が
り
、
こ
う
し
て
、
新
し
く
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ

る。
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し
か
し
、
こ
の
変
化
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
の
事
情
だ
け
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
八
四
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
近
代
美
術
館

(Museum
of Modern Art M
O
M
A
)
で
の
「
二

0
世
紀
に
お
け
る
。
フ
リ
ミ
テ
ィ
ビ
ズ

ム
」
展
に
端
を
発
し
、
「
ア
ー
ト
」
と
「
民
族
資
料
」
と
い
う
分
別
に
か
か
わ
る
政
治
を
め
ぐ
る
議
論
が
始
ま
り
、
一
九
八
九
年
に
は
こ

れ
に
対
す
る
―
つ
の
回
答
と
し
て
、
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ィ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
「
大
地
の
魔
術
師
た
ち
」
展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
一
九

九
0
年
代
に
は
多
く
の
ア
ー
ト
の
枠
組
み
を
問
い
直
す
展
覧
会
と
議
論
が
続
い
応
。
こ
う
し
た
中
で
、
ア
ー
ト
に
お
け
る
西
洋
と
非
西
洋

と
い
う
二
分
法
が
議
論
の
俎
上
に
あ
が
り
、
「
ア
ー
ト
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
が
変
容
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
さ
に
そ

れ
に
重
な
る
時
期
に
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
国
際
的
な
展
開
が
お
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
美
術
概
念
に
か
か
わ
る
国
際
的
な
意

識
変
化
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
変
貌
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
は
異
な
り
、
主
流
社
会
の
人
々
と
同
様
に
そ
の
多
く
が
専
門
の

美
術
教
育
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
ア
ー
ト
も
個
性
、
創
造
性
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
の
テ
ー
マ
、
制
作
動
機

は
、
よ
り
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
作
家
的
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト

は
、
独
自
な
伝
統
的
文
化
的
基
盤
に
も
と
づ
き
、
地
域
集
団
ご
と
の
顕
著
な
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー

ト
で
あ
る
と
さ
れ
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
は
、
排
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
展
覧
会
構
成
の
変
化
か
ら
も
あ

き
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
の
作
品
は
し
だ
い
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九

0
年
代
は
じ
め
に
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民

ア
ー
ト
に
含
み
こ
ま
れ
た
。
こ
の
変
化
に
先
立
っ
て
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を
は
じ
め
と
し
て
、
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
が
「
個
人

ァ
ー
テ
ィ
ス
ト
」
の
作
品
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
都
市

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
を
含
ん
だ
、
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
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こ
の
よ
う
な
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
変
化
を
象
徴
す
る
存
在
に
、
プ
ー
マ
リ

(Boomalli)
芸
術
家
集
団
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
一
九
八
七
年
に
、
一

0
人
の
若
い
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
共
同
組
織
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー

ト
委
員
会
か
ら
の
予
算
を
得
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
下
町
に
ス
タ
ジ
オ
と
オ
フ
ィ
ス
を
借
り
て
共
有
、
そ
れ
を
甚
礎
と
し
て
共
同
展
覧
会
や
個

展
を
組
織
し
、
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
露
出
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
プ
ー
マ
リ
の
活
動
は
、
当
時
ま
だ
評
価
の
低
か
っ
た
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
存

在
を
広
く
社
会
に
知
ら
し
め
知
名
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
活
動
の
場
と
、
展
覧
会
や
広
報
な
ど
の
た
め

(25) 

の
行
動
の
基
盤
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。

「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
成
立
し
て
い
く
時
期
に
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一

九
九

0
年
代
に
は
、
プ
ー
マ
リ
の
設
立
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
の
何
人
も
の
作
品
が
主
流
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ド

ニ
ー
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
や
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
太
平
洋
ア
ジ
ア
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
そ
し
て
ベ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
い
っ
た
代

表
的
な
芸
術
祭
に
も
選
ば
れ
る
者
が
現
れ
、
ま
た
各
国
で
の
展
覧
会
に
招
聘
さ
れ
、
個
展
も
開
催
さ
れ
、
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
海

外
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
。

空
港
や
病
院
な
ど
の
公
的
建
築
物
の
多
く
に
、
ア
ー
ト
が
置
か
れ
る
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
作

品
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
選
ば
れ
た
経
験
を
持
つ
者
も
多
い
。
テ
ル
ス
ト
ラ
先
住
民
ア
ー
ト
賞
な
ど
の
美
術
賞
を
受
賞
す
る
も
の
も

あ
ら
わ
れ
、
現
在
で
は
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
先
住
民
関
連
の
芸
術
祭
や
賞
の
審
査
委
員
や
運
営
委
員
を
務
め
、
美
術
館
の
理
事
会
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
ア
ー
ト
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
の
講
演
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
学
芸
員
や
芸
術
祭
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
ア
ー
ト

を
推
進
す
る
側
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
プ
ー
マ
リ
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
、
現
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
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ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
作
る
作
品
は
、
長
い
間
民
族
資
料
、
ま
た
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員

会
を
は
じ
め
と
す
る
、
主
に
公
的
な
機
関
に
よ
る
後
押
し
に
よ
っ
て
、
そ
の
評
価
を
変
え
て
き
た
。
特
に
、
一
九
八

0
年
代
に
、
ア
ク
リ

ル
点
描
画
と
い
う
新
し
い
絵
画
ス
タ
イ
ル
が
、
海
外
で
現
代
ア
ー
ト
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
で
も
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト

に
含
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
本
論
で
み
て
き
た
よ
う
に
こ
の
こ
と
は
実
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
質
を
大
き
く
変
え
る
出
来

事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
は
「
現
代
ア
ー
ト
」
に
変
貌
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
外
来
の
絵
の
具
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に

描
か
れ
た
図
像
的
な
表
現
の
絵
画
は
、
個
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
と
し
て
世
に
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
た
し
か
に
「
モ
ダ
ン
」
な
み

か
け
の
絵
画
で
あ
っ
た
。
世
界
的
な
ア
ー
ト
概
念
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
は
、
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を
含
め
る
こ
と

で
現
代
ア
ー
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
ア
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
様
々
な
表
現
、
手
法
、
メ
デ
ィ
ア
、
内
容
の
も
の
が
含
ま
れ
て
よ
い
。

こ
う
し
て
こ
の
あ
と
に
つ
づ
く
一
九
八

0
年
代
後
半
に
、
多
彩
な
手
法
の
、
個
々
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
個
性
の
表
現
で
あ
る
都
市
ア
ボ
リ

ジ
ニ
の
ア
ー
ト
を
含
み
込
み
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
」
と
い
う
、
一
っ
の
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
は
、
は
じ
め
て
ア
ク
リ
ル
点
描
画
を
展
示
し
た
一
九
八
一
年

の
展
覧
会
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
成
立
し
た
結

果
、
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
も
ま
た
大
き
く
変
化
し
た
。
樹
皮
画
に
も
自
由
で
多
様
な
表
現
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
抽
象
表

現
が
あ
ら
わ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
新
し
い
素
材
な
ど
多
彩
な
メ
デ
ィ
ア
を
採
用
し
た
作
品
も
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も

一
九
八
一
年
以
来
の
変
化
が
導
き
出
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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以
前
に
筆
者
は
別
稿
で
、
都
市
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
に
は
、
三
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
彼
ら
が
国
家
に
包
摂
さ

れ
、
同
時
に
そ
れ
に
抵
抗
し
て
い
る
姿
が
現
れ
て
い
る
と
論
じ
店
。
三
つ
の
テ
ー
マ
と
は
、
「
借
用
」
、
「
抵
抗
」
、
そ
し
て
「
つ
な
が
り
」
、

で
あ
る
。
―
つ
め
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ら
し
い
伝
統
的
と
み
ら
れ
る
点
描
や
神
話
モ
チ
ー
フ
な
ど
の
表
現
を
「
借
用
」
し
て
自
己
の
作
品
の

中
に
入
れ
る
こ
と
で
、
失
っ
た
精
神
的
拠
り
所
を
再
獲
得
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
「
伝
統
」
と
の
つ
な
が
り
へ
の
希
求
で
あ
る
。

二
つ
め
に
は
、
彼
ら
へ
の
迫
害
、
疎
外
、
差
別
の
歴
史
と
現
在
も
つ
づ
く
苦
悩
を
告
発
す
る
「
抵
抗
」
が
強
く
表
現
さ
れ
る
。
さ
い
ご
に

彼
ら
の
作
品
に
繰
り
返
し
テ
ー
マ
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
過
去
と
の
、
土
地
と
の
、
祖
先
た
ち
と
の
、
そ
し
て
、
世
界
、
自
然
と
の
「
つ

な
が
り
」
で
あ
る
。
都
市
ア
ポ
リ
ジ
ニ
の
作
品
が
語
る
の
は
、
伝
統
と
文
化
を
奪
わ
れ
て
き
た
彼
ら
の
痛
み
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
強
く
維
持
さ
れ
て
き
た
、
大
地
や
祖
先
と
の
つ
な
が
り
の
意
識
で
あ
り
、
迫
害
と
差
別
の
歴
史
と
現
在
の
社
会
的
状
況
に

つ
い
て
の
告
発
、
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
断
ち
切
ら
れ
、
奪
わ
れ
た
つ
な
が
り
を
改
め
て
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
静
か
な
怒
り
を
秘

め
、
深
い
悲
し
み
と
嘆
き
を
抱
え
る
、
「
彼
ら
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
は
、
多
義
的
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
一
方
に
は
、
伝
統
的
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
神
話
的
宇
宙
を
あ

ら
わ
す
、
我
々
と
は
異
な
る
独
自
な
世
界
観
を
表
現
す
る
遠
隔
地
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

我
々
の
憧
れ
を
掻
き
立
て
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
同
時
に
、
詩
的
な
形
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
の
土
地
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
政
治

的
主
張
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
時
に
か
な
り
の
市
場
価
値
を
持
ち
、
投
資
対
象
と
し
て
人
々
の
欲
望
を
そ
そ
る
。

ま
た
一
方
に
は
、
都
市
ア
ポ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
多
様
な
形
で
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
主
流
社
会
へ
の
批
判
と
抵
抗
と

怒
り
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
引
き
つ
け
合
い
、
同
時
に
抵
抗
し
合
っ
て
、
影
響
を
与
え
合
い
変
化
し
続
け
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
全
体
が
、
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ー
ト
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
存
在

こ
そ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
家
と
先
住
民
と
の
関
係
の
現
在
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ニ
―
世
紀
の
オ
ー
ス
ト
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ラ
リ
ア
の
か
か
え
る
苦
悩
と
希
求
し
続
け
る
和
解
、
そ
し
て
、
未
来
へ
の
希
望
と
可
能
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。

注(
1
)
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
二

0
一
三
年
度
は
八
月
八
日
か
ら
二
五
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

(
2
)
テ
ル
ス
ト
ラ
先
住
民
ア
ー
ト
賞
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
電
話
通
信
会
社
で
あ
る
テ
ル
ス
ト
ラ

(Telstra)
社
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い

る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
賞
で
あ
る
。
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
美
術
館
・
博
物
館
で
一
九
八
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
毎
年
エ
ン
ト
リ
ー
作
品
の
な
か
か
ら

受
賞
者
が
選
ば
れ
る
。
テ
ル
ス
ト
ラ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
総
合
賞
、
樹
皮
画
賞
、
絵
画
賞
、
立
体

作
品
賞
の
四
部
門
の
受
賞
作
が
選
ば
れ
、
毎
年
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
。

(
M
u
s
e
u
m
a
n
d
 A
r
t
 Gallery of t
h
e
 N
o
r
t
h
e
r
n
 Territory T
e翌
tra
National 

Aboriginal &
 Torres Strait Islandeさ
4.rtA葵
Znd
は
ぶ
4
,2
0
0
8
:
 Celebrati滋
r
2
5
 Years, Charles D
a
r
w
i
n
 University Press, 2
0
1
1
)
.
 

(
3
)
正
式
に
は
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
年
け
や
Crafts
Centre)
。
一
九
七

0
年
代
か
ら
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
委
員
会
が
遠
隔
地
に
設
立
し
た
美
術

工
芸
品
の
た
め
の
施
設
。
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
呼
ば
れ
る
責
任
者
が
常
駐
し
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー
ト
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
買
い
上
げ
、
流
通
な
ど

を
行
う
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
ト
の
興
隆
と
と
も
に
全
国
の
遠
隔
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二

0
0
0年
代
に
は
、

百
を
こ
え
る
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
窪
田
幸
子
「
ア
ポ
リ
ジ
ニ
美
術
の
変
貌
」
（
山
下
晋
司
編
「
資
源
化
す
る
文
化
』
内
堀
基
光
総
合
編
集
・
資
源
人
類
学
第
二
巻
、
二

0
0
八
年
、
弘
文
堂
、

一
八
一

I

二
0
八
頁
）
。

(
5
)
 Attwood, B
a
i
n
 a
n
d
 A
n
d
r
e
w
 M
a
r
k
u
s
,
 T
h
e
 1
9
6
7
 Referendum: Race, P
o
惹
さ
塁
d
the Australia 

`
 

Constitution, Aboriginal S
日
dies
Press, 2
0
0
7
.
 

(
6
)
当
時
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
学
生
で
あ
り
、
の
ち
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
し
て
、
初
め
て
の
国
務
大
臣
と
な
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ー
キ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
、
フ

リ
ー
ダ
ム
ラ
イ
ド
と
い
う
運
動
が
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
行
わ
れ
た
の
が
一
九
六
五
年
で
あ
る
。
人
種
差
別
撤
廃
を
求
め
、
当
時
各
地
で
行

わ
れ
て
い
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ヘ
の
差
別
的
扱
い
に
対
す
る
抗
議
行
動
と
し
て
、
バ
ス
で
各
地
を
回
っ
た

(Curthoys,
A
n
n
,
 F
r
e
e
d
o
m
 Ride: A
 F
r
e
e
d
o
m
 R
i
d
e
r
 

R
e
m
e
m
b
e
r
s、A
l
g
gd
 Un
w
i
n
,
 2
0
0
2
)
。
こ
の
デ
モ
ヘ
の
暴
力
的
な
排
斥
の
動
き
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
注
目
を
あ
つ
め
た
。
一
九

六
七
年
に
は
、
国
民
投
票
を
前
に
し
て
、
「
賛
成
票
を
投
じ
よ
う

(Vote
Yes)
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
選
挙
権
と
市
民
権
を
与
え
る

こ
と
に
み
ん
な
で
賛
成
し
よ
う
、
と
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